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Mシリーズ電子計算機システム

オペレーティングシステムVOSシリーズ
The Operating SYStem VOS Series

舷近,世界の汎用コンピュータ メMカーは,･一般に3.5世代機と言われる新機種

を次々に発表している｡HITAC Mシリーズは,この3.5世代機を代表する最新鋭シ

ステムであI),そのオペレーテインダ ンステムとしてVOSl,VOS2及びVO

S3を開発した｡本稿は,ニれらVOSのねらいと特長について述べた｡

ノト日のコンピュータ システムに対する依存度の増人から,システムの拡弓副生,移

行作,安全性及び安完性が要望されている｡VOSl,VOS2及びVO'S3では,

統一--の目標を定めてその要望実現に各種機能追加を行ない､VOSシリーズとして

--･賞した概念を形成した｡

tI 緒 言

HITAC Mシリーズぐ以下,Mシりrズと略す川】オペレー

ティング システムとLて,VOS(VirtualStorage Ope‾

rating System)1,VOS2ノ女びVOS3を開発Lた0 これ

らのシステムは,統一-した設計臼標として,(1)新業務への過

=‖屯 移行性及び可換性を亜祝し,(2)システムの開発,運用

のコストを竜之小にするとともに,(3)システムの安全化
安立

件を高めることを手引ヂた｡本桐は,VOSの構成と終VOS

のねらいと特長について述べる｡

凶 Mシリーズ用オペレーティングシステム(VOS)の構成

2.1VOSに･要求される基本機能

今日の企業を取り巻く環境の変化の早さ,企業組織規模の

拡人化･褐雉化に伴い,企業組織のコンピュータへの依存度

はますます高まり,その需要は組織内において分散化し,い

わゆるコンピュータ ユーティりティの出現が安求されてきて

いる｡

コンピュータ システムの利用者も,システム管理者とエン

ド ユrサーとで希望が幅広く存存している｡システム管理者

からは経済性の問題として,ハードウェア,ソフトウェアの

導入費川だけでなく,ハ】ドゥェア逆用コストの増大により

ハードウェア資源の効率的稼動やシステム維持コストの増大

から省力化が要求されている｡また,コンピュータ システム

仝休に占めるソフトウエア比市の増加から,システム開発コ

スト,コンバージョン コストなどを含めたシステムの全般的

な開発,逆用コストの低i成問項が強く叫ばれてし-る｡

一方,コンピュータ システムのエンドユーザからほ,各椎

のアプリケーションを効率よくシステムが処理することを要

求され,コンビュ【タ ンステムを簡単に,しかも自山に使い

こなすことが求められている｡このため,リモートバッチ処

理やTSS(Time Sharing System)処理などの端末人･出プJ

による遠隔情報処理に対する関心が高い｡

このような情報処理システムに対するニーズのもとで,V

O Sシリーズ叫掴発の課題は二大のようなものであると考え,

設計目標として定めた｡

(1)設計目標(その1)

新業務への適用性に富み,HITAC8000シリーズ用システ

ムからの移行性,VO Sシリーズ問の互換性が高いこと｡
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すなわち,

オンラインリアルタイム処捜,リモmトバ､ソナ処吼
TS

S処理などが,同時にしかも混在した形でサ叩ビスできるよ

うにし,適用分野の拡張を図る｡また,デ∬夕べース/データ

コミュニケーション(DB/DC)システムの構築,オンライン

リアルタイム システムの建設を容易にするソフトウェアを完

備する｡HITAC8000シリーズからの移行は,高級言語のソー

ス プログラムでの互枚性を基本とし,トランスレータ/コン

バータで完全を図る`⊃ ロード モジュ【ルについては,エミュ

レータでHITAC8000シリーズのプログラムがそのまま実行

可能とする｡VOSシリーズ内の互換性は,同一一の高級言語

をシリ【ズ内で採用し,高級言語ユーザーがオペレーテイン

グ システム(以下,OSと略す)を する必要をなくす｡特

にVOS3は,VOS2からの完全上方向互換性を保つよう

新業務への適用性に富み,HITAC8000シリーズ用OSからの移行性,VOS

シリⅣズ間の互換性が高いこと｡

システムの開発･移行コスト運用･維持コストが低い.こと｡

システムの安全性,安定性を高めること｡

図I Mシリーズ ソフトウェア システムの設計目標 vosl,

VOS2及びVOS3から成るMシリーズソフトウェアシステムは,ユーザーニー

ズに基づいて統一Lた設計目標を手引プている｡

*
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VOSl

VOS2

VOS3

64KB 128KB 256KB 512KB IMB 2MB 4MB 8MB 16MB

主記憶装置容量

図2 VOSl･VOS2及びVOS3と主記憶装置容量の関係
vosシリーズシステム間での主記憶装

置容量のサポート範囲を示す｡

にする｡

(2)設計目標(その2)

システムの開発･移行コスト,運用･維持コストが低いこ

と｡すなわち,

ユーザ‾ システムの開発には,高級言語が広く用いられる

ことを考え,言語プロセソサ体系の充実を図り,高水準言語

仕様をサポートする｡また,デバッグ機能を豊富にし,開発

効率の高いTSS処理用言語プロセッサも使用可能とする｡

納車アプリケーション プログラム,サービス プログラムを

充実させ,ユーザ【プログラムの生蕗性向上を阿る｡

システム運用の省力化機能を拡充し､オペレ【タ コストの

低減とシステム操作性の向上を図る｡スケジューリング機能

の強化により,中央処理装置(以下,CPUと略す),主記憶

装置,人･山力装置などの柘動率を上げ,システム資源の効

率を｢fl】上させる｡その結果､単位時間当たりの全体ジョブ処

理量を増加し,単一づヨブ当たりの処理コストを低減する｡

また,ハードウェア モニタとソフトウェア モニタを完備し,

システムr評価を通じ適1上システムを建設する｡

(3)設計目標(その3)

システムの安全性,安定性を高めること｡すなわち,

コンピュータ システムのユーザーにとって,そのシステム

が情報の機密漏れや破壊から安全であること,常に安定Lた

サービスが受けられることが重要である｡このため,ハード

ウェアの障害に対するフェイルソフト機能,制御プログラムの

障害に対するソフトウェアRAS(Reliability,Availability,･

Serviceability)機能を充実する｡また,高トラフィック
シス

テム用の機能強化や特定のジョブによるシステム全体の混乱

を防ぐ対策を図る｡

2.2 VOSの基本構成

VO‾Sには,VOSl,VOS2及びVOS3の3種のシ

ステムがある｡これらのシステムは,すべて仮想記憶システ

ムで･プログラム アドレス空間と実記憤装置のアドレス?帥J

の分離によるユーザープログラムの作成の容易さ,拡張の容

易さなどの特長は,3椎のVOSに共通である｡また,各V
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OSで必要な実記惜春量か満たされれば,Mシリーズのどの

CPUでも動作することが可能である｡軌二,言語プロセッ

サのFORTRAN,COBOL,PL/1,アプリケーション プロ

グラムのほとんどが共通であるので,性能とコストとのバラ

ンスによってハードウエア システムとO Sを退択することが

できる｡

VOSlは,主に中形リJ､形ハードウェア システムを,V

OS2は､主に大形･中形ハードウェア システムを,VOS

3は,主に超大形･大形ハードウェア システムをそれぞれ恕

;宣して,それらのシステムの特性上必要な機能を備えている｡

VOSl,VOS2及びVOS3と主記憶装置容量との関係

を図2に示す｡

2.3 VOSシリーズの構成

VOSlを構成するプログラムを図3に,VOS2,VO

S3を構成するプログラムを図4に示す｡

6I V OS1

3.1 VOSlのねらいと特長

VOSlは,上位システムであるVOS2よりも相対的に

′ト規模な中形･小形コンピュータ システムを主な対象とL,

センタ逆用のトータル コスト低減の要求にこたえるために開

発Lたシステムである｡

VOSlは,センタの逆用･維持機能,処理形態の豊吉さ

及びユーザー プログラムの生産性向上手段の充実にその特長

をもっている.1

3･2 センタ運用･維持機能の拡充

コンビュ‾タ システムを運用してし-くときには,そのラン

ニング コスト叫氏楓 拡敵性の余地及びシステムの信頼性が

重要である｡

(1)ランニング コストの低減

センタのランニング コストのうちでオペレータの人件費の

比重は高いロ そのため,オペレーションにおける操作性の向

上と省力化が要求されている○ VOSlでは,仮想記憶方式

や再配置ローダの採乳装置やファイルの標準割当て,装置
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基本制御機能

仮想記憶制御機能

スプール制御横能
リモート バッチ制御(RJE)横能
リモート バッチ端末制御(RESP)機能
オンラインリアルタイム制御機能

VOSl

アブ唱

アセンブラ

拡張RPG

拡張FORTRAN

拡張COBOL

最適化PL/1

リンケージ エディタ

ライブラリアン

ソート マージ

システム ユーティりティ

VSAMユーティりティ

システム支援
プログラムテスト支援

障害記録支援

図3 VOS t構成図 voslシステムは,制御プログラムの管理のもとで言語プロセッサ,サービスプロ

グラム及びアプリケーション プログラムから成っている｡

VOS2

基本制御枚能

仮想記憶制御機能

リモート バッチ制御機能

オンラインリアルタイム制御機能

VOS3
フ:

データベース(POM,SCORE)
数値計算

統計計算
シミュレーション

数理計画

設計計算

オンライン コントロール プログラム

(TCS,TMS)

基本制御橙能

多重仮想記憶制御機能

リモート バッチ制御根能

オンラインリアルタイム制御機能
TSS萬り御機能

マルチ プロセッサ制御機能

チラ糸

拡張COBOLさ
拡張FORTRAN*

最適化FORTRAN *油

拡張FORTRAN会話デバッグ

拡張Pし′1

最適化P+/`1*

チェック形Pし/1
AJGOJ

BASIC**

アセンブラ*

H-8622アセンブラ

リンケージ エディタ/ローダ

VSAMユーティりティ

ユーティリティ

システム支援

デバッグ支援

㌫ユニてけイ**
プログラムテスト支援

ハードウェア保守支援
H-8622ローダノ′ダンプ

ラブtJオーシ尋シプログラム

DB/DC(ADM,PO帆SCORE)
D日用エンドユーザー言語**

数値計算*

統計計算*
プロジェクト管‡里

シミュレーション*

数理計画

数理計画入･出力

設計計算*

オンライン コントロール

プログラム(TCS,TMS)

注:* TSSオプション付 ** VOS3専用プログラム

図4 VOS2,VOS3構成図 vos2システムの制御プログラムとVOS3システムの制御プログラムは個

別であるが,言語プロセッサ,サービス プログラム,アプリケーション プログラム,移行用70ログラムは共通

に使用できることを示す｡

の属性による割当て機能などによr),ジョブのパーティショ

ンからグ)独立性が増し,ジョブ スケジューリングが非常に容

易になっている｡また,プログラム ファンクション キーに

よる複数コマンドの代行,省略形によるコマンド入力などに

より捜作性が向上した｡

(2)システムの拡張惟

仮想記憶方式の採用により,実記憶装置の使用効率が｢占】上

潜行用プログう阜

アセンブラトランスレータ

COBOLコンバータ

エミュレータ

し,その結果,マルチ プログラミング効率が改善された｡

VOSlでは,最大5本のマルチ プログラミングが可能であ

り,また,人力リーグ,Jl与力ライタによる内部演算処理とジ

ョブの入･出力処手里との並行処理が行なえる｡これらの機能

により,処理能力の向上に対する拡張性が増大している｡

(3)システムの信頼性

ハMドゥェア,ソフトウェアの両面から障害回復機能を允
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VOS2,VOS3

/＼
VOSl

J＼
ミニ コンピュ】タ

システム

H-20

リモ丁ト バッチ

端 末

システム ∧

VOSl

図5 VOSシリーズのリモート バッチ処理構成例 ジョブのター

ン アラウンド タイム縮減を目的とするリモート バッチ処王里を用いて,上位シ

ステムの豊富な機能を下位システムから直接利用できる｡

実し,システムの信頼性向上を図っているが,オンライン保

守,障害情報の収集とその編集プログラムの充実により､シ

ステムの保守性も高めている｡また,データ セットの保護と

機密保持には,有効期間の指定,トラック ホールド/フリー

機能,機密保護ファイル指定,パス ワードなどで万全を期し

てし､る｡

3.3 処理形態の皇宮さ

VOSlでは,ローカル バッチ処理,

理及びオンラインリアルタイム処理が,

である｡

リモート バッチ処

同時にi昆在処理可能

VOSlのリモート バッチ処理機能には,上位システムに

対するリモート バッチ端末機能と下位システムに対するリモー

ト バッチ ホスト機能をもっている｡この機能により図5に

示すようなハイアラーキカルなシステム構成が可能となり,

広範囲なアプリケーションヘの応用の通が開けた｡

3.4 ユーザー プログラム生産性向上手段

VO Slは,仮想記憶方式により,プログラムの大きさの

制限がなくなった｡そのため,プログラム開発及び保守が容

易になり生産性向上に寄与しているが,VOSlでは特にユー

ザー プログラム生産性向上のため二大の手段をとっている｡

(1)言語プロセッサの充実

上位システムであるVOS2,VOS3と共通の言語仕様

をもつFORTRAN,COBOL,PL/1をサポートし,VO S

シリーズ間での互換性を重視している｡また,HITAC 8000

シリーズOSであるNDOS(New Disk Operati咽SysteIn)

の言語プロセッサとの互換性も考慮されている｡

(2)アプリケーション プログラムの充実

VOS2,VOS3と互換性をもった各種アフロリケーショ

ン プログラムがあるが,特に,簡易言語としてのSCORE

(Select Copy and Report)は入力言語からCOI】OLステー

トメントが出力されるものである｡SCOREを用いれば容

易にデータベースの検索,榎写及び編集出力が行なえる｡

また,オンラインリアルタイム システム用には,VOSシ
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リ】ズで共通であるTCS(Transaction ControISystem)

TMS(Transaction Man叩ement System)があり,それら

にPL/1+やCOBOLが使用できるので,ユーザー システム

の建設が答易となI),保守性や拡扱性も改善きれる｡

(3)サービス プログラムの充実

VOSlは,共用､私用の両ライブラリをもつことが可能

であり,且つライブラリの保守に使用するライブラリアンの

種類が.豊富で使いやすいため,プログラム開発には有用なツー

ルとなる｡また,ユーザー プログラムのデバッグに用いられ

るプログラム テスト支桟HMTS(HitachiModule Testing

System),システム支援などサービス プログラムが用意され

ている｡

田 VOS2･VOS3

4.1 VOS2のねらいと年寺長

VOS2は､Mシリーズの大形･巾形ハードウェア システ

ムをサポートとする仮想記憶方式の汎用オペレーティング シ

ステムである｡

VOS2ほ,従来の確立された技術と各種の新技術の組合

せによる高性能システムへの追求とシステム運用トータル コ

ストの低減を目的とし実現したものである｡

(1)高件能システムの実現

オンライン情報処理システムの増大に対処するため,VOS

2では,オンラインリアルタイム処理向けの機能が完備して

いる｡オンライン コントロール プログラムのTCS,TMS

をサポートし,制御プログラムの処理能力の向上,障害対策

の強化を区lった｡

また,トータル スループットの向上のため,多重ジョブ処

理機能の拡充を行なっている｡VOS2では,最大15本のユー

ザ ジョブを同時に処理することができ,また,ジョブクラ

スは二殻大15個,汁･iカクラスは最大36個まで設定可能である｡

(2)システム運用のトータル コストの低減

VOS2では,オペレータ
コンソールの操作性,センタ運

用のためグ)オウン コ【ディング機能や完全クローズ用機能で,

センタ運営コストの低減化を配慮している｡またRAS機能

の充実やシステム評価機能の提供により,ハードウェア･ソ

フトウェア構成+二のネックを明確にし,そのセンタの運用に

一夜も過したシステム構成を建設することができる｡

HITAC 8000シリ【ズからの移行については,まずDOS/

EDOS(Disk Operati叩System/Extended Disk Oper-

ating System)インチグレーテッド エミュレータのもとで,

DOS/EDOSユーザー ジョブが,VOS2ジョブと並行

して実行できるようにしている｡これは新システムへの移行

に伴う作業を平準化することを目的として開発したものであ

る｡また,トランスレータ,コンバータでソース プログラム

レベルでの変換を容易にした｡これらの変換プログラムは,

変換率はプログラム本数で90%以上であり,移行コストの低

i成に寄与Lている｡

4.2 VOS3のねらいと特長

VOS3は,HITAC Mシリーズの超人形･大形ハードウ

エア システムをサボ】卜する仮想記憶方式の汎用オペレーテ

ィング システムである｡

VOS3は,VOS2の特長に加えて,複雑で大規模なユー

ザー アプリケーションに応じ得るような機能と構造をもって

いる｡

(1)新業務へり適用性を高める｡

大形システムのアプリケーションは,バッチ処鞄,デマン



ド処理などの各種処理形態の】郎卜推古在サービスの安浪 速

帖ジョブ入･J【りJの州大などの傾げりにある｡そのためVOS

3では,TS S処理をはじめとする各種処理形態をサポート

するための機能,構造の強化,多重仮想記憶空間方式による

l市川‡･混在サ】ビスの容易化及び動的資源管理やジョブ入･

出力サブ システムの強化によるシステムの効率化を回ってい

る｡また紡アプりケrションの追加によるシステム処理能プJ

の糊一人に対処するたれ マルチ プロセッサのサポートも叶能

と した｡｡

(2)システムの安全性と安1立件を追求する｡

人規模システムになればなるほど,コンビュ【タ ンステム

の果たす役;別の重要性が増L､】i日≠fにコンビューータ
ンステム

に関係する人が増すため,システムが安全,且つ安定Lて動

作することが要求される｡VOS3では,ハーードゥェア放び

ソフトウェアの障害に対する回役機能(ハードウェアRAS機

能,ソフトウェアRAS機能)の強化による仁相性の向-【二と,

マルチ プロセ､ソサのサポートによる‾叶用件の向上をtきトってい

る｡また,故意によるエラー処理にも対策し保全性を完全に

するとといニ,パス ワ肝ド,認口‾r機能で機密保濯を配慮した｡〕

また,処理能力の粁大を目的に,システム資源の駐｢11管理

による資源の利用効ヰくを向上させ,且つ,各種アプリケーシ

ョンの同時･混在サービスのもとで,ジョブ♂)ターン
アラウ

ンド タイム及び応答時田】の保証のための制御を行ない,シス

テムの安定性を阿っている｡

(3)立換性と移行を答易にする｡

VOS3は,大形･中形システムをサボ∽卜するVOS2

とのl一二方,‾Fりの了互換性を保っているr､プログラム,デmタ及び

ジョブ削御‾丈は,VOS2のものがそのままVOS3のもと

で使用できる〔)言語プロセッサ,サ∽ビス プログラム及びア

プリケ山ション プログラムは共用し,VOS2からVOS3

への移行を答幼にLた｡また,HITAC
8000シりrズのシス

テム〔DOS,EDOS､EDOS-MSO(Extended Disk Oper"

ating System-Multi-Stage Operations),OS7〕かJJVO

S3への移行についても,路椎コンパ【タ,エミュレ【タ,

止検オプションなどの移行用プログラムを備えている｡

4.3 リモート情報処理の強化

従来のコンビュ∽タ センタにおけるローかレ バッチ処理

から,姑近は通イ言【叫線を経由してコンビューータ ンステムに処

理を依栢するリモート処理がI亡㌣ノくしている｡VOS2,VOS

3では,各椎のりモート処理を完備L,システム建設の融通

性を試めている｡

(1)オンラインリアルタイム処王里機能の拡充

ユーザーのオンライン システム構築-を容易にするオンライ

ン コントロ【ル プログラムTC S,TMSを開発した｡二

れらは,多重処坪機能,機密保一獲機能及び会話処理機能を充

実L,フユイルソフトの対策,システム回復処理に万全を期

した｡また,オンライン ユーザー プログラムは,PL/1,

COBOLなどの高級言語で記述できるため,オンライン シ

ステムの構築･維持が容易になっている｡

ニ欠にオンラインリアルタイム処理用のアクセス法SVSAM

(SpecialVirtualStorage Access Method),拡張された

BTAM(Basic Telecommunication Access Method)を開

発するとともに,制御プログラムの核部分を機能エンハンス

し,高性能オンライン)ノアルタイム処三哩を実現してし､る｡

(2)DB/DC機能の充実

DB/DCシステムの拡充が要求されているうちで,VO S

2,VOS3では,ADM(Adaptable Data Manager)とP

オペレーティングシステムVOSシリーズ 791

DM(Pra｡ti｡alData Manager)-TCSを提供する0従来の

HITAC8000シり叩ズでの実績をベースにして,新アクセス

法VSAM(VirtualStorage Access Method),VTAM

(Virt｡alTelecommunication Access Method)のサポート

により惟能向上を行なった｡また,DB用エンド ユーザrて一子

語やシステム管理薪サポート機能を整備し,DB/DCシステ

ムの開発､運用の環境を完備した｡これらにより分散データ

ベーース,広域リソース シェアなど高度のDB/DCシステム

が丁実現可能である｡

(3)TS S処理機能の光夫

TS S処理は,利用者が端末から直接コンピュータ システ

ムに接近することにより,プログラムの作成,端艇及びテス

トが行なわれ,問題解決のための時間を某蛸昌し,且つそれら

に柔軟性を与えるものである()VOS3 TS Sでは,プログ

ラムの作成,編災やシンタックス チェッカが可能で,ロード

モジュ)ルの実行を通じて端i末との会話処理が可能である｡

更に,会話形言語としてBASIC,チェック形PL/1及び

拡張FORTRAN会話デバッグが用意されている｡また､アセ

ンブラ,拡張FORTRAN,拡弧COBOL及び最適化PL/1

は,TS Sオプションをもち,TS S端吉末から起動できる｡

TS S用アプリケーション プログラムも用意されている｡

VO S3のTS Sでは独立した仮想竹臼】で機密保濃を完全

にし,操作性の良い豊富なTS Sコマンドを備え,速いん仁答

時間を達成しているr)

(4)リモート バッチ処理機能の拡充

過イ言回線を経由して,リモート バッチ端末から中火のコン

ピュータ システムにジョブを人力し,バッチ処理を行ない,

処理結果をリモート バッチ端末にf11力する処理形態である‥

リモ】ト バッチ端末利用者は,ジョブ処理のタmン アラウ

ンド時間が減少し,中央のコンピュータ システムの資腺が共

同利用できる利点がある｡中形･′卜形コンビェ【タをりモ【

ト バッチ端末として利用した場†ナは,L-l】火のコンピュータで

処理するジョブの前処理,後処理を端末で行なうことにより,

巾央システムの負荷を軽減させることができる｡VOSシス

テムでは,ミニ コンピュータをりモMト バ､ソナ端末とLて,

図5に示すようなコンピュータ ハイアラ【キ枯戌が叶能であるロ

4.4 RASISl幾能の拡充

コンビュ【タ システムが人形化,.仁引ゾI三能化し,多様なアプ

リケーションがづ三行されるにつれて,システムのイi吉相性,機

密保.濯がますます要求される｡この要求にこたえるため,V

OS2,VOS3では,新しい概念としてRASIS(Reliabi-

】ity Availability ServiceabilityIntegrity and Security)

機能を採り入れている｡RASIS機能は†イ三根竹∴ 可酬牛,促

守件,保全性及び機密保.甚機能を二亡糾末する｡機密帆穫カゞ｢デー

タ,プログラムのイ掛目やアクセスを権限のないものに尖施さ

せない機能+であるに対し 保全性は,｢データあるいはプロ

グラムを,その昔【濁された用途に対して保存し,システムの

機能が常に正しく働く状態を保つ機能+であり,VOS3で特

に機能追加したものである｡

(1)イ言締性及び可用性の向上

ハードウェア部品の信掛性ドf】⊥二,ハードウェアによる命令

の再試行機能,メモリの誤り訂正機能,人･汁リコの再実行機

能などに加えて,ハードウェアで【rjl復できなかった障苫に対

して,ソフトウェアで回子疑処理を行ない信板惟を向上させて

いる｡すなわち,チャネル符丁吉に対しては,交替人･山刀パ

スによる再実行ができ,装置障害に対しては動的装置再構成

機能で,媒体の移動を行ない再実行する｡また,実記憶装置
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の障害に対しては,ページ単位で閉寒L,別ぺ一ジに内容を

再生する｡これらの機能は,一一部の障害がシステム令休に宗き

饗するのをドガぐため,障害個所を切り離すことによリシステ

ムとLて使用可能な状態を保つ努力を行なっている｡

VOS3では,上記の機能に加えてマルチ プロセッサ構成

で運転中の中央演算処理装置剛夏不能障害に対し,交替CPU

剛夏機能をもつ｡またソフトウェアRAS機能として,制御

プログラムの機能ごとに独立した機能回了短ルーチンをもって

いて,障害発作.時のシステムのr叶復処理を行なっている÷_.変

にこれらの機能剛夏ルーチンは,ハイアラーキ構造をもち,

持古発生場所に応じたきめ細かし､回復処理を行な1ている._つ

(2)保守件のI‾fJ+上

的確な保刊肯報を提供することをH的とL,障害記録情報

の編染亡-HプJ結果に某づいて1ニl妨保勺:をr文レている｡またオン

ライン保守プログラムをJ通して,システムの運転を停止させ

ることなく保守作業を実施する｡

(3)保全性の向_卜

VOS3における保全性は,ユーザーが誤ってシステムの

機密保護を犯Lたり,システムを混乱させることをi;ガぐこと

はもとより,更に一一歩進んで､ユーザーが故意にこれらのこ

とを行なおうとした場†ナに対Lても十分な対策を施してい

る口 例えば▼ 制御プログラムとユーザー プログラムの記憶保

碓キーを完全に分け,且つ制御プログラム内でも記憶似讃キー

を分けているり このことは,各プログラム問で独文性をもた

せ,記憶城保護を完全にするためである｡制御プログラムが,

ユ【ザ【領域のデータをアクセスする場介や,ユーザー指定

の制御ブロlソクを他用Lて処珊する場で㌢など,ユーザーの誤

り又は放意によるシステム破壊に対してチェックを強化し,

う
〉

論文軸

/

保全′性のIFり卜を】切っている｡

(4)機密恍1穫の向卜

機寓保護の目的は､権限のないユーザーに対して,デ】タ

やプログラムへの佼苫を防ぐことである｡接近,企業秘密や

個人の秘密に関する情報をコンピュータ システムが扱うよう

にな/〕て特に重要視きれるようになってきた｡

VOS3は,多重仮想記憶空間方式を採用Lているため,

ユーザ】ジョブごとに独立Lた仮想記憶空間が与えられる｡

そのため,ジョブの実行に際Lて他の空間をアドレスするこ

とが本′拝自てJに不‾Hr能であI),機密保讃は完全である｡また,

デ】タ セットのパス ワード機能によりデータ セット上の情

報の機密保掘を行ない,実記憶装置割当て時のゼロクリアに

よって実記憤装置上の情報への侵害を防いでいる｡

8 結 言

放近,汎用コンピュータ システムに対するユーザ旧の要求

は多様化Lてきているが,基本的には､過去に集横されたソ

フトウェア財産を梅力活用することで,新規開発ソフトウェ

アは拉′トのコストで実現できるシステム,ハードウェア資源を

効率的に動作させ,且つ能率的に処理を行なえるシステム,セ

ンタの連用･維持には人手を煩わさないシステムの追求にある｡

VOSl,VOS2及びVOS3は,これらの目標の実現

化に努め,各種の機能を完備したものであると考えている｡

ただ,ソフトウエア システムは,特にユーザーとともに発展

し▼ ユーザー ニーズによって変化していくものである｡我々

は乍綾もユーザーの要望にfナった,より良いVOSシリーズ

として牛点し一ていくため,機能の追加,信頼性の向上など,

不断の改良,改善に努プJしていく考えである｡)

画像信号予測符号化方式の効率化

一視覚解像度の方向性の利用による一
日立製作所 吹抜敬彦

電子通信学会論文誌 58-A,165(昭50-3)

テレビイ∴サはr-1二†ナチと比べると;訂城帖が非

.甘にJょい｡LかL,【1+州1朴粋が高いたれ
仁‾号のもつ`J〔け性をF拐ミ+さLて能率n小二f上土送

しようとする多くの試みが行ち･われてきた｡

その-･つが20年ほど白ぃ二怯んであった｢帯

域圧縮+であったが,,二の例外を探し､

てうまく畑かなかった｡

一一方,最近ディジタル技術の発白引二より

テレビ機器の向卜のため,テレビイ言号をデ

イジタ/し化することが怯んになった｡しか

し,例えば標準方式の場ナナ,帯域幅が約4

MHzであるから,二の圭まではビット通J要

は100Mbit/s近くになる(約10MHzで標本

化し,二れを7へ9ビットに変換する)｡

二れを卜記の臼+川l謎‖勺三(ある点から次

の一如iほほ了測できる)と視朋州三(予測

のうまくゆかない信弓･が大きく変化すると

ころでは､視覚上多少荒っぼい符号化が.拝

される)を利川し,予測との某†三言号(予測

誤割‾言号)を符号化〔子耶う二号化,芹割符

号†ヒ(DPCM)〕すると,幸三アミ本仙当たリ4

ビット柑芝に減らすことかできるl､しかL､

4ビ･ノトが一一つグ)平になっている｡

二二で,史にもう 一つの視覚柑11三を利昭

Lて効率化するのが本▲論‾丈の目｢】1である⊂.

すなわち,八IH]の視覚解胤_空には,水平,

垂直方向に解像性が高いのに,斜･めプJ向は

弱い作質がある｡そこで,もともとのテレ

ビ†ii号の中から,ニの斜めノj一向の空間周波

数成分を低減する∴次利害止フィルタ(〈

L形フィルタで実現できる)を挿入するこ､

一一方.テレビ仁ぎ弓･における柑関係数と子

弓ノ芯力の関係を,各仰の

について純一一的に検討すると,し-かわる平

l和子測がかなり良好な柑､勺三を示すことが分

かる｡ここに平面予測とは,1走ナ㍍泉前に

おける利順る両素一言りの岩壬と,いま問題にL

ている対九むする亡由j素17りの某の,この向満･の

駁に某を求める予測である｡

そして,前記の エリこ止帽止フィルタと､

上一言亡･の竹山予測のう㍉=り符号器の才州三が∴乍

桝=別使数領地でイこl川二に州附】てJであること.

すなわち.一.次ノ亡帽■】Eフィルタを通過した

テレビ信号を平而予測符号器で符号化する

と,予測誤差信号のり;珊J同披数スペクトル

が空間‖司披数の全領域で頼めて′トさくなる

ことを新たに提案した(〕

そして,実際のテレビ信号について計算

機シミュレーションを行ない,∴次九帽正

フィルタによって画質がほとんど劣化しな

いことを確認し,また,平耐予測を行なっ

たときの予測誤差信号が極めて小さくなる

ことを確認した｡後者は,電力で約%,予

測誤差信号の大きなところでの発生線度が

約%になる程度であった｡

次いで,標本値当たり3ビットの平耐予

測符号化の計算械シミュレ【ションを行な

い,前記の二次元憺正フィルタにより再生

画質が向+二することを確認した｡

なお,木方式はアナロジーによリフレー

ムl;l】フレーーム内偵介差分符号化ガンいこおい

て効果的であることをホ唆している｡
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